
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アフリカの先住民であるマサイ族には

「１年＝365日」という概念がなく、雨季

か乾季かで１年を認識するそうです。自

分の生年月日も年齢も知らず、人生を「少

年・戦士・成人・長老」の４段階に分け、

今は「子ども」か「大人」かといった認識

でそれ以上、細かいことは考えないとか。

ちょっぴりうらやましく感じませんか？ 

４月号 VOL．176 

今月のマメ知識：【実は会社員にもあるんです！】 

「個人事業主は、経費を使って税金を少なくできるからうらやましい」といった話を会社員から聞くことがあ

ります。しかし果たしてそれはどうでしょうか？所得税は、所得に税率をかけて計算します。所得とは、個人 

事業主では売り上げから経費を引いた金額です。会社員は、商談時の接待費などは会 

社が負担してくれるため給与が所得となります。しかしここが問題ですね。いくら会 

社が経費を負担してくれるとはいっても、食事をしながら部下の相談を受けるなど、 

自腹で支払うことも多々あります。そこで会社員などには、そういった必要経費を考 

慮した「給与所得控除」があります。仮に年収が 500万円であれば、144万円も「給 

与所得控除」があります。自腹とはいえ、月々12 万円も控除があるわけです。では

「個人事業主が法人成りをして役員給与をもらったら」どうでしょう。もちろんこのケースも「給与所得控

除」は受けられ、そのほうが節税となる場合もあります。何か不明な点があればお気軽にご相談ください。 

今月の偉人：【ココ・シャネル】 

ココ・シャネルは 20世紀を代表するファッション

デザイナーです。フランス南西部のソミュールで

生まれ、孤児院で裁縫を習得しました。27歳で初

めて帽子のアトリエをパリで出店、その後は事業

を拡大し、豪華でカジュアルな服装や「Ｎｏ．５」

の香水など、大企業として世界にその名をとどろ

かせました。交友関係は華やかで、政治家や芸術

家など幅広く親交を深めました。「美しさは女性の

武器、装いは知恵」の言葉通り、自らの魅力を最

大限に使って生き抜いた人生だったのです。 

今月のキーワード：【wake-up call】 

うたた寝が気持ちいい季節ですね。寝坊できない

ときに電話をかけてもらうサービスに「モーニン

グコール」がありますが、これは和製英語であり

正しくは“wake-up call”といいます。携帯電話

のアラームなどの普及でこのサービスを使う人は

少ないかもしれませんが、この言葉は「注意喚起」

という意味でも使われます。“The recent extreme 

weather is a wake-up call for us to act on climate 

change.”「最近の異常気象は、気候変動に対して

行動を起こすための警鐘だ」といった具合です。 

MCS税理士法人立川事務所通信 

ＭＣＳ税理士法人立川事務所 

〒190-0023 

立川市柴崎町 3-11-4 東京ﾛｼﾞﾃｯｸ千代田ﾋﾞﾙ 4 階 

電話：042-595-7671  ＦＡＸ：042-528-6949 

http://www.mcs-office.jp mail:info@mcs-office.jp 

相続専用 HP：http://www.souzokushien110.com/ 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のトピック：【ラーケーション】 

ラーニング（学び）とバケーション（休暇）を合わせた「ラーケーシ

ョン」。校外学習を目的に子どもが学校を休んでも欠席扱いにしない、

ラーケーション制度を取り入れる自治体が増えています。渋滞や混雑

のストレスがない平日の家族旅行は、大人にとってもリフレッシュの

チャンス。日本人が苦手な有給休暇の消化率アップも促す改革です。 

ブラジルのレーシングドライバ

ーであるアイルトン・セナの言

葉。確かに運や家庭の環境もある

かもしれない。だがこの世に生ま

れたこと自体が、平等の奇跡だ。 

今月の商売のヒント：【稼ぐ力、生かす力】 

人には色々な能力があります。「お金を稼ぐ力」もひとつの能力で

しょう。お金を稼ぐ力とは、単なる儲け方のノウハウなどではあり

ません。例えば、付加価値を生み出す力。さらにはお金を稼ごうと

する意欲や貪欲な姿勢も「稼ぐ力」ではないでしょうか。商売をす

る上でもお金を稼ぐ力はとても重要です。ところが世の中には、お

金を稼ぐ力はあるのに商売がうまくいっていない人たちもいます。

つまり大成功している人たちは「お金を稼ぐ力」のほかにも商売に

おける大事な能力を持っているのでしょう。それは「お金を生かす

力」ではないかと思います。お金を稼ぐのが上手な人は、お金の生

かし方も上手かと思いきや「稼ぐ力」と「生かす力」は別物で、稼

いだお金を生かせない人は少なくありません。ではお金を生かすと

はどういうことでしょうか。「お金を生かす＝お金を増やす」と思

っている人は、稼いだお金を投資などで運用して増やそうとするか

もしれません。それもひとつの生かし方 

ではありますが、商売を続けていくには 

守りの姿勢が大事なときもあります。 

「増やす」より「減らさない」で維持し 

ておく。次の展開のために稼いだお金を 

しっかり蓄えておくことも、お金を生か 

す大事な一面だと思います。現に大きく 

稼いでいないのに商売が順調に続いている人たちは、大勢います。

稼ぐ力と生かす力。どちらも商売に欠かせない大事な能力ですが、

稼ぐ力があると、うっかり調子に乗ってしまうのが人間のかわいい

ところです。億単位のお金を稼いでも、その稼いだお金で何をする

かが肝心なのは言うまでもありません。 

【悪逆】 

黒川博行のクライム・サスペンス小説。

極悪人たちを周到な準備で次々と殺害

する犯人と、執念で追う刑事との手に汗

握る攻防。目が離せなくなる一冊です。 
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